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実
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金
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自
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事
務

法
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託
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 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

福祉活動指導員設置費補助金 元気な社会 ○ S25 63 1 ○ 12,340 0 0 12,340 ○ ○ ○ 0

福祉施設経営指導事業補助金 元気な社会 ○ H3 22 1 ○ 6,179 0 0 6,179 ○ ○ ○ ○ 0

民間社会福祉施設整備利子補給補助金 元気な社会 ○ S45 43 1 ○ 13,253 0 0 13,253 ○ ○ ○ ○ 0

社会福祉施設職員退職共済事業補助金 元気な社会 ○ S36 52 1 ○ 227,745 0 0 227,745 ○ ○ 0

民間社会福祉施設退職手当共済事業補助金 元気な社会 ○ S46 42 1 ○ 70,901 0 0 70,901 ○ ○ ○ 0

社会福祉施設職員福利厚生事業補助金 元気な社会 ○ S50 38 1 ○ 1,386 0 1,386 0 ○ ○ ○ 0

民間社会福祉施設振興資金貸付事業 元気な社会 ○ S46 42 1 ○ 6,388 0 6,388 0 ○ ○ ○ 0

民間法人指導育成事業 元気な社会 ○ ○ S45 43 2 ○ 6,177 0 561 5,616 ○ ○ ○ 0

民生児童委員資質向上事業 元気な社会 ○ ○ S23 65 4 ○ 120,217 600 0 119,617 ○ ○ ○ ○ ○ 0

社会福祉推進事業 元気な社会 ○ ○ S30 58 4 ○ 91,510 32,454 44,769 14,287 ○ ○ ○ ○ ○ △ 4,188

地域福祉推進事業 元気な社会 ○ H11 14 3 ○ 92,507 46,253 1,538 44,716 ○ ○ ○ ○ ○ 0

ボランティア活動振興事業 元気な社会 ○ H6 19 2 ○ 10,408 5,203 0 5,205 ○ ○ ○ ○ △ 4,692

ふくい健康の森管理運営事業 元気な社会 ○ H11 14 1 ○ 406,381 0 932 405,449 ○ ○ ○ ○ 0

福祉マンパワー養成確保事業 元気な社会 ○ H5 20 2 ○ 34,780 5,829 950 28,001 ○ ○ ○ ○ ○ 0

地域改善事業 元気な社会 ○ ○ S44 44 1 ○ 2,640 0 0 2,640 ○ ○ ○ 0

隣保館運営費補助金 元気な社会 ○ S44 44 1 ○ 24,583 16,387 0 8,196 ○ ○ ○ 0

遺家族等援護諸費 元気な社会 ○ S24 64 1 ○ 5,284 0 0 5,284 ○ ○ ○ 0

被爆者生活相談委託事業 元気な社会 ○ S53 35 1 ○ 160 80 0 80 ○ ○ ○ 0

人権教育啓発推進事業 元気な社会 ○ ○ H12 13 5 ○ 23,765 15,983 580 7,202 ○ ○ ○ ○ ○ △ 83

拉致被害者・家族自立促進事業 元気な社会 ○ H15 10 2 ○ 3,105 0 484 2,621 ○ 0

20 4 14 7 36 20 0 1,159,709 122,789 57,588 979,332 3 10 3 3 3 2 2 2 4 4 3 5 5 2 0 0 0 17 1 2 0 0 0 0 0 △ 8,963

平成24年度事務事業評価結果(課・室)総括表

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

一般会計

（単位：千円）地域福祉課

会計区分

課・室名

成果指標1結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

平成
24年度
予算額

 財源内訳

福井新〄元気宣言
における位置付け

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標2結果分類 評価に基づく今後の対応



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

1 □ □ S25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 63 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

12,850 12,860 12,640 13,180

12,850 12,860 12,640 13,180

12,850 12,860 12,640 13,180

5 5 5 5

378 426 364 333

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

法定受託事務

□

元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉

県　単

その他

終期の見直し拡　　充
［活動指標、成果指標に対する評価］

福祉活動指導については、市町社協の組織運営に加え、災害時の情報提供、体制整備への対応と
いった新たな課題に関する指導・助言も必要となっており、事業に対する需要は高い。

結果分類

□ □

縮　　減

廃　　止

休　　止

□

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

事      業      名

平均伸び率

13,170

［事業内容］

区　　　　　　分

[事業目的]

県社協の事業推進の中心となる福祉活動指導員の設置に対し補助を行い、県社協の活動推進体制を整備強化し、民間社会福祉活動の充実強化を図る。

社会福祉活動の推進方策について調査研究等を行う福祉活動指導員の設置に対し補助する。

健康福祉

〕　　　＝　　　〔

完　　了

そ の 他

千　円

□

□

福祉活動指導員数

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

福祉活動指導員設置費補助金 含まれる事業数

[予算額および指標の推移等]

 24年度

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数
事　業
開　始
年　度

国　庫

目標値、指標の積算根拠等

補 助 金

そ の 他

地域福祉

（単位：千円）

0.6%

一般会計

部（庁）

実行予算

特別会計
企業会計

会計区分

△ 3.5% Ⅲ

Ⅱ

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

事業効果

0.9%

0.9%

0.0%5

12,340

活動

[事業の評価]

所属の

方　針

の推移

区　　　　　　分

福祉活動指導回数成果

指標

指標

計 画 の 達 成 状 況

社会福祉を取り巻く状況が変化し、県社協および各市町社協に求められる福祉サービスは多様化
しており、福祉活動指導員による調査研究や指導助言は引き続き実施していく必要がある。

整理統合
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に

基づく

今後の

対　応

□

見　直　し　額

継　　続■

□

財源内訳

予　算　額　（単位：千円） 12,340

国　　　　　庫

12,340

その他特定財源

一　般　財　源

 〕　／　整備目標

平成24年度予算額

－1－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

1 □ □ H3 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 22 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

6,456 6,439 6,419 6,185

6,456 6,439 6,419 6,185

6,456 6,185 5,746 6,185

9 9 9 10

764 986 885 680

357 443 587 547

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

法定受託事務

□

元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉

県　単

その他

終期の見直し拡　　充
［活動指標、成果指標に対する評価］

研修・セミナー参加者が増加しており、事業に対する需用は高い。

結果分類

□ □

縮　　減

廃　　止

休　　止

□

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

事      業      名

平均伸び率

6,179

［事業内容］

区　　　　　　分

[事業目的]

社会福祉施設への指導援助体制を整備し、適正かつ安定的な経営と入所者処遇の向上を図る。

社会福祉法人・施設に関し指導・助言を行う福祉施設経営指導員の設置等に対し補助する。

健康福祉

〕　　　＝　　　〔

完　　了

そ の 他

千　円

□

□

経営研修・セミナー開催回数

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

福祉施設経営指導事業補助金 含まれる事業数

[予算額および指標の推移等]

24年度

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数
事　業
開　始
年　度

国　庫

目標値、指標の積算根拠等

補 助 金

そ の 他

地域福祉

（単位：千円）

△ 1.1%

16.6%

一般会計

部（庁）

実行予算

特別会計
企業会計

会計区分

Ⅰ

△ 1.4% Ⅲ

Ⅱ

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

事業効果

△ 1.4%

△ 1.2%

3.7%

6,179

活動

[事業の評価]

所属の

方　針

の推移

区　　　　　　分

施設経営相談件数成果

指標

指標

計 画 の 達 成 状 況

社会福祉法人・施設の経営環境が変化する中で、各法人には福祉サービスの適正化や経営の効率
化、職員の確保・処遇改善といった様々な課題への対応が求められており、また、平成２４年度
からは新会計基準への移行等もあり、当該事業の必要性は高い。

整理統合
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に

基づく

今後の

対　応

□

見　直　し　額

継　　続■

□

財源内訳

予　算　額　（単位：千円） 6,179

国　　　　　庫

6,179

その他特定財源

一　般　財　源

経営研修・セミナー参加者数

 〕　／　整備目標

平成24年度予算額

－2－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

1 □ □ S45 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 43 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

24,934 21,966 19,061 16,337

24,934 21,966 19,061 16,337

24,925 21,901 19,042 15,995

58 57 54 52

77 73 70 68

2,243,781 2,006,986 1,780,693 1,560,056

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

国　　　　　庫

事業効果

の推移

13,253

財源内訳

指標

13,253

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

平成24年度予算額

活動

補助対象社会福祉施設数

利子補給の対象となる借入残高成果

補助対象社会福祉法人数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

単位：千円

62

△ 13.1%
結果分類

△ 11.4%

Ⅲ

Ⅳ

△ 3.6%

△ 4.1%

△ 13.7%

平均伸び率

47

13,253

13,253

事　業
開　始
年　度

国　庫

県　単

その他

事 業
区 分

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

△ 14.6%

24年度

民間社会福祉施設整備利子補給補助金

健康福祉

千　円見　直　し　額

□ そ の 他

拡　　充□

□

完　　了

部（庁）

実行予算

廃　　止

□■

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

縮　　減 終期の見直し□

一　般　財　源

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
整理統合

高齢社会の進展等に伴い、今後とも民間社会福祉法人の健全な発展を図る必要があり、引続き継
続する。

予　算　額　（単位：千円）

□

□

□ 休　　止

借入金に対して利子補給を行うことにより、社会福祉法人等の円滑な施設整備の促進が図られ
た。

評価に

基づく

今後の

対　応

[事業の評価]

（単位：千円）

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

指標

[事業目的]

民間社会福祉法人等が独立行政法人福祉医療機構から借り入れた施設整備資金に対して利子補給を行い、法人会計の円滑な運営と施設整備の促進を図る。

民間社会福祉施設が独立行政法人福祉医療機構から借り受けた整備資金に対し、利子補給を行う。

[予算額および指標の推移等]

事務区分経過年数

Ⅲ

含まれる事業数

法定受託事務

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

元気な社会

［事業内容］

地域福祉

事業終了
予定年度

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉

－3－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

1 □ □ S36 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 52 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

302,592 281,934 270,495 223,517

272,496 266,168 232,700 178,883

272,496 266,168 232,700 178,883

6,129 6,011 6,041 6,070

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数

元気な社会

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

（単位：千円）

事　業
開　始
年　度

△ 4.9%

平均伸び率

［事業内容］

国　庫

県　単

その他

社会福祉施設職員退職共済事業補助金

[事業目的]

社会福祉施設職員の退職共済制度を充実し、職員の処遇向上を図ることにより、福祉事業の振興に資する。

社会福祉施設の経営者の相互扶助と国および県の援助により社会福祉施設職員に対し、退職手当金を支給する。

[予算額および指標の推移等]

24年度

242,800
結果分類目標値、指標の積算根拠等

227,745

高齢社会の進展等に伴い、今後とも社会福祉法人の健全な発展と人材の確保を図る必要があり、
引続き継続する。

〕　　　＝　　　〔

5,998 Ⅲ

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

 〕　／　整備目標

□

□ 終期の見直し

そ の 他□

継　　続

[事業の評価]

特　記　事　項

廃　　止

□

□

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

千　円

227,745

△ 12.7%

△ 12.7%

■

評価に

基づく

今後の

対　応
見　直　し　額

□

□拡　　充
社会福祉施設従事者の共済制度の確立によって、優秀な人材の確保が図られている。

一　般　財　源

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉 地域福祉

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉 そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

その他特定財源

227,745

国　　　　　庫

計 画 の 達 成 状 況

活動

平成24年度予算額

成果

指標

指標

区　　　　　　分

事業効果

の推移

共済制度加入者数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 0.3%

－4－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

1 □ □ S46 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 42 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

72,798 71,038 70,355 70,780

72,798 71,038 70,355 70,780

72,798 71,038 70,355 70,780

5,400 5,355 5,388 5,405

58.6 57.4 60.5 60.9

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

国　　　　　庫

事業効果

の推移

70,901

財源内訳

指標

70,901

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

平成24年度予算額

活動

充足率成果

共済加入者数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

基金残高／要支給額

△ 0.9%
結果分類

1.7% Ⅱ

0.0%

△ 0.9%

平均伸び率

5,341

70,901

70,901

事　業
開　始
年　度

国　庫

県　単

その他

事 業
区 分

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

△ 0.7%

24年度

民間社会福祉施設退職手当共済事業補助金

健康福祉

千　円見　直　し　額

□ そ の 他

拡　　充□

□

完　　了

部（庁）

実行予算

廃　　止

□■

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

縮　　減 終期の見直し□

一　般　財　源

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
整理統合

高齢社会の進展等に伴い、今後とも社会福祉法人の健全な発展と人材の確保を図る必要があり、
引続き継続する。

予　算　額　（単位：千円）

□

□

□ 休　　止

社会福祉施設従事者の共済制度の確立によって、優秀な人材の確保が図られている。 評価に

基づく

今後の

対　応

[事業の評価]

（単位：千円）

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

指標

[事業目的]

民間社会福祉福祉施設職員と公立社会福祉施設職員との格差を是正することにより、優秀な人材の確保を図る。

公立社会福祉施設職員との退職手当の格差を是正する。

[予算額および指標の推移等]

事務区分経過年数

Ⅱ

含まれる事業数

法定受託事務

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

元気な社会

［事業内容］

地域福祉

事業終了
予定年度

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉

－5－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

1 □ □ S50 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 38 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

2,301 1,972 1,972 1,972

2,301 1,972 1,972 1,972

2,149 1,790 1,901 1,859

128 129 132 120

86 74 71 73

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数

元気な社会

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

（単位：千円）

事　業
開　始
年　度

△ 11.0%

平均伸び率

［事業内容］

国　庫

県　単

その他

社会福祉施設職員福利厚生事業補助金

[事業目的]

社会福祉施設職員の健康管理事業に対して助成し、施設職員の福利厚生の推進を図る。

民間社会福祉法人が実施する施設職員への人間ドック検診に対して助成する。

[予算額および指標の推移等]

24年度

1,386
結果分類目標値、指標の積算根拠等

1,386

福祉分野での人手不足の恒常化が懸念される中、引き続き、実施していく必要がある。

〕　　　＝　　　〔

88 Ⅱ

Ⅳ

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

 〕　／　整備目標

□

□ 終期の見直し

そ の 他□

継　　続

Ｈ２４補助対象基準額を1泊2日ドック単価65,730円から日帰りドック単価（女性）
46,200円に見直し

[事業の評価]

特　記　事　項

社会福祉施設整備事業等基金の果実事業として実施しており、金利低下により運用
利息収入は減尐している。

廃　　止

□

□

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

千　円

1,386

△ 4.8%

△ 4.2%

■

評価に

基づく

今後の

対　応
見　直　し　額

□

□拡　　充
社会福祉施設従事者の福利厚生を支援することによって、人材確保政策の一環をなしている。

一　般　財　源

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉 地域福祉

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉 そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

その他特定財源

1,386

国　　　　　庫

計 画 の 達 成 状 況

活動

平成24年度予算額

成果

指標

指標

区　　　　　　分

事業効果 ドック受診人数

の推移

△ 5.1%

ドック申込人数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 2.0%

－6－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保護 Ｇ

1 □ □ S46 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 42 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

42,000 39,000 41,500 42,944

23,000 29,500 27,500 19,944

14,000 15,500 18,500 10,944

4,000 8,500 9,000 0

7,000 9,500 10,944 6,388

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

国　　　　　庫

事業効果

の推移

6,388

財源内訳

指標

6,388その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

平成24年度予算額

活動

未償還額(返済期限未到来分)

成果

新規貸付決定額

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 2.0%
結果分類

Ⅱ

6.1%

3.1%

△ 3.6%

平均伸び率

6,388

6,388

事　業
開　始
年　度

国　庫

県　単

その他

事 業
区 分

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

△ 20.6%

24年度

民間社会福祉施設振興資金貸付事業

健康福祉

千　円見　直　し　額

□ そ の 他

拡　　充□

□

完　　了

部（庁）

実行予算

廃　　止

□■

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

縮　　減 終期の見直し□

Ｈ２４～新規貸付終了。

一　般　財　源

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
整理統合

今年度より新規貸付が終了したが、過去の貸付に対する未償還部分があるため、返還が完了する
平成２７年度まで事業を実施する。

予　算　額　（単位：千円）

□

□

□ 休　　止

社会福祉施設を設置運営する社会福祉法人等に対し、低利で資金を貸付けることにより、健全な
運営につながっている。

評価に

基づく

今後の

対　応

[事業の評価]

（単位：千円）

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

指標

[事業目的]

社会福祉法人等に対し、低利で資金を貸し付け民間社会福祉施設の健全な発展を図る。

福井県社会福祉協議会が実施する貸付事業（福祉施設の整備資金運営資金）の原資を貸し付ける。

[予算額および指標の推移等]

事務区分経過年数

Ⅰ

含まれる事業数

法定受託事務

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

元気な社会

［事業内容］

地域福祉

事業終了
予定年度

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉

－7－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

2 □ □ S45 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 43 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

6,084 6,094 6,052 6,132

6,069 6,040 6,127 6,018

6,066 6,040 6,127 6,018

2,616 2,815 2,864 2,957

2,616 2,815 2,864 2,957

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数

元気な社会

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

（単位：千円）

事　業
開　始
年　度

0.3%

平均伸び率

［事業内容］

国　庫

県　単

その他

民間法人指導育成事業

[事業目的]

民間社会福祉法人の適正かつ円滑な業務執行を推進し、その指導および育成を図る。

・社会福祉法人・施設指導監査体制強化事業………社会福祉法人、介護保険事業所等の指導監査。
・関係団体諸補助金……………………………………日赤福井県支部、福井県共同募金会の実施する事業に対して助成する。

[予算額および指標の推移等]

24年度

6,152
結果分類目標値、指標の積算根拠等

6,177

高齢社会の進展等に伴い、今後とも民間社会福祉法人の健全な発展を図る必要があり、引続き継
続する。

〕　　　＝　　　〔

3,172 Ⅱ

Ⅱ

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

 〕　／　整備目標

□

□ 終期の見直し

そ の 他□

継　　続

[事業の評価]

特　記　事　項

廃　　止

□

□

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

千　円

561

5,616

△ 0.3%

△ 0.3%

■

評価に

基づく

今後の

対　応
見　直　し　額

□

4.2%

□拡　　充
社会福祉法人・社会福祉施設・介護保険事業所等に対する指導監督を計画的に実施することに
よって、これら社会福祉法人等の適正な業務運営の確保が図られている。

一　般　財　源

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉 地域福祉

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉 そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

その他特定財源

6,177

国　　　　　庫

計 画 の 達 成 状 況

活動

平成24年度予算額

成果

指標

指標

区　　　　　　分

事業効果

の推移 社会福祉法人・施設等監査計画施設等の監査実績

社会福祉法人・施設等監査対象事業所数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

4.2%

－8－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

4 ■ ■ S23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 65 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

119,681 119,681 121,421 120,536

119,681 119,681 121,493 120,591

119,467 119,245 120,680 120,523

1,666 1,666 1,666 1,676

134 134 134 137

222,874 215,942 222,743 230,135

330,008 321,990 337,523 343,354

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

600

活動件数指標

活動

119,617

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分

国　　　　　庫

平成24年度予算額

予　算　額　（単位：千円）

の推移

主任児童委員数

活動日数成果

事業効果

区域担当民生委員数

指標

民生委員・児童委員の年間活動件数合計

民生委員・児童委員の年間活動日数合計

□ 整理統合

千　円見　直　し　額

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属 地域福祉

事      業      名

部（庁）

国　庫

一般会計

1.4%

1.1%

1,676

137 0.6%

Ⅱ

Ⅱ

24年度

H22.12民生委員一斉改選

平均伸び率

0.2%

0.3%

結果分類

 〕　／　整備目標

拡　　充 □

事業開始後の見直し状況

終期の見直し縮　　減

120,217

少子高齢化の進行、家族形態の変化等、近年の社会環境の急激な変化に伴い、住民の福祉ニーズ
は複雑・多様化し、民生委員・児童委員の役割はますます重要となっており、その活動は増加傾
向にある。 ■

□

完　　了□

□

継　　続 休　　止

そ の 他廃　　止

□所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

民生委員・児童委員の役割の重要性から、今後も委員の資質向上、育成、活動の強化を推進して
いく。

評価に

基づく

今後の

対　応

[事業の評価]

財源内訳

一　般　財　源

Ⅱ

〕　　　＝　　　〔

22年度：　民生委員一斉改選事業(３年に１回。次回改選　Ｈ25.12月)
23年度単年度：　福井県民生委員児童委員協議会３０周年記念事業補助金

Ⅱ

特　記　事　項

事　業
開　始
年　度

　〃

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

県　単

目標値、指標の積算根拠等

経過年数

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

元気な社会

そ の 他

事 業
区 分

実行予算

補 助 金

すぐれた医療と支えあいの福祉

民生児童委員資質向上事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分

120,217

120,217

その他

民生委員・児童委員手当…………………………民生・児童委員に対し、活動費を費用弁償する。
民生委員・児童委員資質向上事業………………民生委員・児童委員に対する研修を福井県民生委員児童委員協議会に委託し実施する。
関係団体諸補助金…………………………………福井県民生委員児童委員協議会の自主事業にかかる経費を補助する。
地区民生委員協議会活動費補助金………………地区民生委員児童委員協議会の活動事業にかかる経費を補助する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

［事業内容］

[事業目的]

民生委員・児童委員の資質向上を図り、自主活動および協力活動の活性化を図ることにより、地域福祉の推進に資する。

0.1%

0.3%

健康福祉

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

－9－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保護・施設整備 Ｇ

4 ■ ■ S30 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 58 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

21,817 21,519 38,300 88,174

20,399 257,166 71,944 88,225

19,613 256,905 69,128 87,682

5 5 5 5

95 338 287 161

35,364 22,382 17,140 15,427

56,418 175,970 152,420 60,640

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

370.4%91,510

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

犯罪の防止と青少年の非行防止を図るほか、低所得者等の自立更生のための貸付を行うとともに、保健・医療・福祉に関する各種情報を積極的に提供し、社会福祉の推進を図る。

・関係団体諸補助金……………………………………福井県更生保護事業協会への助成
・保健・医療・福祉情報提供システム運営管理事業……システムの適切かつ安全な管理運営
・生活福祉資金貸付補助金……………………………低所得者・障害者への各種資金の貸付
・地域生活定着支援事業（平成２２年度から）……高齢者、障害者等の自立が困難な刑務所等出所者に対する福祉的支援（地域生活定着支援センターの設置、運営）

[予算額および指標の推移等]

24年度

84,327

（単位：千円）

平均伸び率

元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉

国　庫

県　単

その他

社会福祉推進事業 含まれる事業数

そ の 他廃　　止 □

□

□ 終期の見直し

完　　了

見　直　し　額 △ 4,188

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

整理統合 □

□

縮　　減

□

■

特　記　事　項

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

区　　　　　　分

財源内訳

国　　　　　庫

生活福祉資金貸付決定額

計 画 の 達 成 状 況

指標

14,287

平成24年度予算額

91,510

[事業の評価]

所属の

方　針

予　算　額　（単位：千円）

△ 23.4%

46.1%

平成21年１０月から生活福祉貸付事業の貸付け要件の緩和等の制度を見直し
平成22年６月から生活福祉資金についての専門相談員を県・市町社協に配置

事業開始後の見直し状況

休　　止

［活動指標、成果指標に対する評価］

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉

事      業      名

法定受託事務

経過年数
事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

地域福祉

事業終了
予定年度

事務区分

目標値、指標の積算根拠等

拡　　充

継　　続□

 〕　／　整備目標

生活福祉貸付補助金　制度改正に伴う貸付原資236,220千円（21年度９月補正）

千　円

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

50.6%

事業効果

の推移

生活福祉資金貸付件数

システムへのアクセス件数

ホームページ数

65.6%

5 0.0%

387.9%

評価に

基づく

今後の

対　応

活動

成果

生活福祉資金については、従来の雇用保険制度および生活保護制度に加えて、雇用と住居を失っ
た者を支援する新たなセーフティネットとして、住居の確保の支援、継続的な生活相談・支援と
併せた生活費の貸付等を実施している。

離職により仕事や住まいを失った方を適切に支援するため、今後とも福祉事務所やハローワー
ク、社協等の関係機関が連携を密にし、相談者を適切な施策につなげる。また、県民に密接な各
種の情報を積極的に提供し、引き続き社会福祉の推進を図る必要がある。なお、システム運営管
理事業については、県サーバ統合環境基盤に移行し、機器リース料等の削減を図る。

その他特定財源

一　般　財　源

44,769

32,454
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

3 ■ □ H11 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

68,662 73,196 85,603 389,046

68,662 73,196 85,603 372,609

68,662 73,196 85,603 359,734

5,507 6,465 11,506 12,678

24 30 40 32

347 386 407 480

- - - 193

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平成24年度予算額

92,507

46,253

区　　　　　　分

平均伸び率

指標 福祉サービス苦情解決事業巡回訪問事業所数

決 算 額 の 推 移

日常生活自立支援事業契約件数累計

日常生活自立支援事業契約件数は年々増加しており、要支援者への日常生活支援として、当事業
の普及が着実に進んでいる。
また、見守りネットワークの結成が始まり、地域住民が支え合う体制づくりが進んだ。

評価に

基づく

今後の

対　応

活動 日常生活自立支援事業相談件数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

事業効果

の推移

-

一　般　財　源

1,538

44,716

平成２３年度に地域支え合い体制づくりとして、市町等が実施する地域住民同士
で支え合い・助け合う体制づくりのための見守りネットワークや日常生活の支援
サービスの立ち上げ経費等を支援国　　　　　庫

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

地域における高齢者や障害者の自立した生活を支える福祉社会の実現が求められており、継続し
た取組みと人材の育成が必要である。

見守りネットワーク結成数

計 画 の 達 成 状 況

指標

[事業の評価]

その他特定財源

所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

 〕　／　整備目標

□拡　　充

継　　続

整理統合

□

□

■

成果

119.6%

114.6%

92,507

□

11.5%

事業開始後の見直し状況

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

そ の 他

地域福祉

事業終了
予定年度

目標値、指標の積算根拠等

元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉

国　庫

県　単

地域福祉推進事業

会計区分

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉

その他

一般会計

部（庁）

特別会計
企業会計

休　　止 完　　了

縮　　減
［活動指標、成果指標に対する評価］

□

35.2%

12.8%

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□ 終期の見直し

□

〕　　　＝　　　〔

見　直　し　額

そ の 他廃　　止

□

結果分類

経過年数

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

24年度

92,507

［事業内容］

含まれる事業数

事務区分補 助 金
事　業
開　始
年　度

実行予算

75.5%

[事業目的]

多様化する福祉ニーズに対応するため、住民参加による福祉の地域づくりを推進する。

・日常生活自立支援事業……………………判断能力が不十分な者の権利を擁護し、自立した地域生活を送ることができるよう支援する。
・福祉サービス苦情解決事業………………福祉サービスに関する公平・中立な苦情処理を実施し、福祉サービスの適正な利用を促進する。
・地域支え合い人材育成事業補助金………近隣での見守りや相談、日常生活での支援など、地域における支え合い活動を担う人材の育成を支援する。

事      業      名

法定受託事務

[予算額および指標の推移等]
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

2 ■ □ H6 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 19 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

17,945 15,274 13,566 12,164

17,185 15,274 13,566 12,164

17,073 15,124 13,479 12,017

8,937 10,140 7,516 7,028

48.1 54.5 59.6 61.1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

10,408当 初 予 算 額 の 推 移

すぐれた医療と支えあいの福祉

区　　　　　　分

[事業目的]

[予算額および指標の推移等]

10,408

経過年数元気な社会
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

ボランティア活動振興事業 含まれる事業数 実行予算

（単位：千円）

平均伸び率

ボランティア活動の普及・促進を図るため、誰でも、いつでも気軽にボランティア活動を始めることができ、支援を受けることができる体制づくりを支援する。

事      業      名

法定受託事務

24年度

・ボランティアセンター活動事業………………県社協が行う福祉教育を推進する事業、ボランティア担当者に対する研修事業等に対し補助する。
・福縁ボランティア活動促進事業………………ボランティアの情報発信の基地・集いの場となる「ボランティア・カフェ」の運営、情報を一元的に収集・発信するホームページの運営。

結果分類
２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 △ 10.9%

△ 11.0%

目標値、指標の積算根拠等

△ 6.3% ボランティア・カフェ利用者数

△ 12.7%

千　円

〕　　　＝　　　〔

△ 4,692

終期の見直し

完　　了□

Ⅳ

Ⅳ

Ⅰ

 〕　／　整備目標

　ボランティア活動行動者率は年々増加しており、引き続き、ボランティアの活動率を上げるた
めの取り組みが求められており、ボランティアの活性化を図ることで今後も活動率の向上が期待
できるが、ボランティア情報の収集・発信については、他にも類似のシステムがあることから、
整理統合を検討すること。

整理統合 そ の 他

□

□

休　　止

□ 廃　　止

区　　　　　　分

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

評価に

基づく

今後の

対　応

今後とも引き続きボランティア活動の振興を図っていくが、ボランティア情報の収集・発信の方
法については、合理化を検討し、インターネットで情報を一元的に収集・発信する「福縁ボラン
ティアネット」を「福井県社会貢献支援ネット」に整理統合するなど、平成２５年度から事業を
見直す。

見　直　し　額

■

県　単

[事業の評価]

事業開始後の見直し状況

国　　　　　庫

その他特定財源

予　算　額　（単位：千円）

の推移 ボランティア活動行動者率　％成果

補 助 金

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉

事務区分

その他

国　庫

部（庁）

そ の 他

地域福祉

5,205

平成24年度予算額

10,408

5,203

5.9%

継　　続

アンケート調査結果による

□

□

縮　　減

特　記　事　項

□拡　　充

一　般　財　源

指標

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動 ボランティア・カフェ利用者数

計 画 の 達 成 状 況

指標
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保護・施設整備 Ｇ

1 □ □ H11 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 14 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

396,507 413,902 419,247 408,934

442,841 414,196 480,088 414,136

396,476 424,586 417,509 414,110

317 316 319 320

227,957 229,192 236,204 226,246

402,364 416,581 417,029 415,659

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

見　直　し　額

平成18年度から指定管理者制度を導入し施設の運営を行っており、今後とも施設について適正な
維持管理を行うとともに、効果的な広報活動、サービスの質的向上、関係団体との連携を重点課
題とし、健康の森の利用者の増加に向けた取組みを行っていく。

□ 拡　　充

□

評価に

基づく

今後の

対　応

継　　続

事業開始後の見直し状況

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

ふくい健康の森の各構成施設について、適正な管理運営を行うことにより、県民の健康・生きがいづくりの総合拠点としての機能を十分発揮させる。

一般会計

部（庁）

□ 縮　　減

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

406,381

406,381

■

1.1% 全施設年間利用者数の合計

ふくい健康の森管理運営事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

県　単 補 助 金

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他

実行予算

指標

[予算額および指標の推移等]

24年度

千　円

□ 終期の見直し

全施設利用者数 Ⅱ

けんこうスポーツセンター、プール、スポーツ公園の年間利用者数の合計

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

Ⅱ

（単位：千円）

平均伸び率

0.6%当 初 予 算 額 の 推 移

福井新々元気宣言に
おける位置付け

経過年数元気な社会

区　　　　　　分

特　記　事　項

結果分類目標値、指標の積算根拠等

平成１２年度　必要経費の精査による管理運営費の縮減
平成１８年度　指定管理者制度の導入に伴い、県民健康センター、生きがい交流
　　　　　　　　　センターを含めた健康の森全体の管理運営委託に移行

Ⅲ△ 0.2%成果

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

0.3%

事務区分

地域福祉健康福祉

事      業      名

△ 1.4%

1.5%

事業終了
予定年度

そ の 他

ふくい健康の森の管理運営を、指定管理者に指定された（財）福井県健康管理協会に委託する。
　・県民健康センター
　・けんこうスポーツセンター、温水プール、健康スポーツ公園
　・生きがい交流センター

国　庫

施設利用者数

指標

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

法定受託事務

予　算　額　（単位：千円）

平成24年度予算額

406,381

区　　　　　　分

事業効果

活動 １年当たりの開館日数

の推移

計 画 の 達 成 状 況

□□整理統合

休　　止

そ の 他廃　　止

□ □ 完　　了

その他特定財源

一　般　財　源

[事業の評価]

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳 932

国　　　　　庫

405,449

開館日の増加、開館時間の延長等、利用者の利便性の向上を図っており、利用者数の確保に努め
ている。
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域健康福祉 Ｇ

2 ■ □ H5 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 20 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

42,835 36,529 29,881 27,227

175,203 36,421 29,881 27,227

175,203 36,421 29,013 26,690

32 20 6 2

1,913 2,071 2,325 2,810

6,729 7,400 8,072 9,436

15.1 15.1 12.2 16.5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

指標

県内の社会福祉士・介護福祉士の登録者数は年々増加しているが、福祉分野から一般労働市場へ
の人材流出が続いており、求人数が高い伸びを示すなど人手不足の傾向が見られる。このため、
福祉人材センターの取組みへの期待は高い。

その他特定財源

一　般　財　源

950

28,001

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

就職率

所　　属 健康福祉 部（庁）

実行予算

の推移

求人数　※

介護福祉士・社会福祉士登録者数成果

13

34,780

Ⅰ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅰ

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

介護福祉士等修学資金貸付制度については、21年度から23年度まで福井県社
会福祉協議会が新規貸付を実施（20年度に貸付原資132,800千円を補助）
24年度新規貸付分については、再び県で実施5,829

区　　　　　　分

国　　　　　庫

計 画 の 達 成 状 況

財源内訳

平成24年度予算額

13.8%

12.0%

□拡　　充

□

継　　続

千　円

縮　　減

廃　　止

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

■

評価に

基づく

今後の

対　応
見　直　し　額

□
福祉分野での人材の需要は高く求人数は増加傾向にあり、人手不足の恒常化が懸念される。福祉
人材センターにおいては、関係機関（事業者、学校、ハローワーク）と連携し、福祉人材の育成
や潜在福祉マンパワーの掘り起こしを継続していく。

整理統合

完　　了

□

休　　止□

そ の 他

□

※求人数については、平成１８年１２月からシステムの変更により新規求人の記録
が3ヶ月ごとに更新されるようになり、引き続き求人する場合、数は重複する。

終期の見直し

□

事業効果

△ 58.1%

5.3%

 〕　／　整備目標

就職数／求職数

福祉人材センター無料職業紹介事業状況業務報告件数

〕　　　＝　　　〔

△ 35.9%

平均伸び率24年度

△ 1.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

指標

活動 当該年度貸与人数

決 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等]

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

（単位：千円）

△ 35.4%
結果分類

36,530

34,780
目標値、指標の積算根拠等

・介護福祉士等修学資金貸与事業………介護福祉士および社会福祉士の養成施設に在学する本県出身者に対し修学資金を貸与
・福祉人材センター運営委託事業………新たな福祉マンパワーの育成または潜在マンパワーの就労の機会の提供およびこれらの総合的な啓発・広報

法定受託事務

元気な社会

［事業内容］

県　単

その他

　福祉人材の養成と確保を図り、社会福祉を推進する。

経過年数
事　業
開　始
年　度

[事業目的]

福祉マンパワー養成確保事業 含まれる事業数 国　庫事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉

事 業
区 分

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

地域福祉

事業終了
予定年度

事務区分

－14－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 人権室 Ｇ・Ｔ

1 □ □ S44 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 44 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

2,947 2,797 2,777 2,740

2,947 2,797 2,777 2,650

2,947 2,777 2,747 2,650

30 29 26 28

353 281 268 262

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

研修会等に多数の参加があり、各種啓発事業等を通じ、同和問題への理解を深め、自立意識の向
上が図られている。

事業開始後の見直し状況

計 画 の 達 成 状 況

指標

所属の

方　針

□

予　算　額　（単位：千円）

の推移

□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

整理統合

■

「地対財特法」失効後も依然として残る差別意識の解消を図るために、継続的で粘り強い事業展
開をしていく必要がある。なお、各団体については地域住民に対する啓発活動に取り組み、同和
行政を推進する上での県とのパートナーであることから、その自主的活動が確立するまでは、一
部必要な支援を継続する必要がある。

［活動指標、成果指標に対する評価］

見　直　し　額

評価に

基づく

今後の

対　応

決 算 額 の 推 移

研修等の参加者数成果

指標

活動 研修等の開催回数

事業効果

法定受託事務

事務区分

健康福祉 地域福祉

△ 3.5%

 〕　／　整備目標

拡　　充

継　　続

事      業      名
事　業
開　始
年　度

地域改善事業 含まれる事業数

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

□

□

完　　了休　　止

県　単

その他

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉

事業終了
予定年度

経過年数

千　円

そ の 他廃　　止□

□ 終期の見直し

１９年度～　特別対策事業を見直し
２０年度～　地域改善対策啓発事業を人権啓発事業に統合

（単位：千円）

特　記　事　項

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成24年度予算額

2,640

財源内訳

[事業の評価]

一　般　財　源 2,640

国　　　　　庫

その他特定財源

Ⅲ

Ⅳ

△ 2.0%

△ 9.1%

2,640

［事業内容］

[事業目的]

同和問題についての正しい理解と認識を深めることにより同和問題の早期解決を図る。

△ 2.6%

△ 3.5%

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

・人権関係団体補助金…………団体が行う人権・同和問題解決のための諸活動（研修会等の開催）を推進

[予算額および指標の推移等]

24年度

2,650

国　庫
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 人権室 Ｇ・Ｔ

1 ■ □ S44 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 44 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

35,921 35,993 31,623 27,587

35,921 26,848 27,050 26,128

35,921 26,848 27,050 26,128

590 666 643 689

6,146 7,795 10,482 8,084

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 7.4%

（単位：千円）

その他

結果分類目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分

△ 9.3%

平均伸び率

△ 9.3%

事      業      名 隣保館運営費補助金
事 業
区 分

隣保館運営事業に対する補助。

[予算額および指標の推移等]

［事業内容］

[事業目的]

福祉の向上や人権啓発のための拠点として、隣保館の運営を補助することにより、地域住民生活の社会的、経済的、文化的改善向上を図るとともに、人権・同和問題の速やかな解決に資する。

24,583

経過年数

特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

一般会計

健康福祉

県　単

部（庁）

24年度

26,283当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

実行予算

補 助 金

そ の 他すぐれた医療と支えあいの福祉

区　　　　　　分

成果

指標

5.5%活動 隣保館事業の開催回数

決 算 額 の 推 移

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

の推移 Ⅰ12.8%隣保館利用者数

継　　続

千　円

Ⅰ

整理統合

■

特　記　事　項

そ の 他廃　　止

完　　了休　　止

終期の見直し拡　　充
多くの住民が隣保館を利用しており、各種相談事業や啓発事業等を通じ、自立意識の向上が図ら
れている。

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

元気な社会

国　庫含まれる事業数

地域福祉

事業終了
予定年度

平成24年度予算額

24,583

16,387

指標

見　直　し　額

予　算　額　（単位：千円）

8,196

国　　　　　庫

[事業の評価]

事業効果

□
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に

基づく

今後の

対　応

□

□

所属の

方　針

財源内訳

一　般　財　源

計 画 の 達 成 状 況

縮　　減□

□

□

その他特定財源

区　　　　　　分

〕　　　＝　　　〔

□

□

「地対財特法」失効後も依然として残る差別意識の解消を図るために、人権啓発の住民交流の拠
点としての機能を担っている隣保館の運営に対する支援を今後も継続していく必要がある。

［活動指標、成果指標に対する評価］
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ S24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 64 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

6,268 6,268 6,268 5,868

6,268 6,268 6,268 5,868

6,268 5,368 6,268 5,868

2 3 3 3

382 519 460 392

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

遺家族等援護諸費

一般会計

事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉

県　単

特別会計
企業会計

会計区分

国　庫

[予算額および指標の推移等]

団体の育成、参拝事業、会員の研修に助成する。
（１）福井県遺族連合会補助　　　　　遺族連合会団体育成費　　千鳥が淵墓苑参拝事業　沖縄福井之塔参拝事業

経過年数

[事業目的]

援護関係団体の育成助長を図り、活動を促進し、もって遺族の援護に資する。

元気な社会
事業終了
予定年度

そ の 他

含まれる事業数

（単位：千円）

目標値、指標の積算根拠等

部（庁）

事務区分

その他

恩給援護

実行予算

補 助 金
事　業
開　始
年　度

△ 4.1%

△ 1.3%

Ⅳ

結果分類

平均伸び率

△ 2.1%

事業開始後の見直し状況

Ⅳ

24年度

3.2%

16.7%

指標

〕　　　＝　　　〔

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

平成24年度予算額

　傷痍軍人会が会員の減尐と高齢化により事業を縮小したため、平成18年度に
傷痍軍人会への補助およびやすらぎ交流事業を廃止。 (財団法人の廃止平成19
年3月)
　軍恩連盟連合会が会員の減尐と高齢化により、平成23年3月に解散したため、
23年度から補助を廃止
　24年度～補助対象経費を見直し

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

国　　　　　庫

一　般　財　源 5,284

財源内訳

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　例年、参拝等、多くの参加者があり、戦争の悲惨さ・平和の大切さの認識と戦没者遺族の慰藉
等、その福祉増進に寄与していると思われる。

□

戦没者遺族の慰藉、救済、戦傷病者の更生援護等の実施は、遺族や戦傷病者が等しく願望すると
ころであり、また、戦争の悲惨さを後世に伝えてためにも、今後とも引き続き実施していく。

終期の見直し□ 拡　　充 縮　　減

休　　止

見　直　し　額

□

■ 継　　続 完　　了

□

5,284

□

□

評価に

基づく

今後の

対　応

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
□

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉

法定受託事務

地域福祉

そ の 他整理統合 廃　　止

 〕　／　整備目標

特　記　事　項

千　円

事業効果

の推移 千鳥が淵墓苑・沖縄福井之塔参拝事業等参加者成果

指標

千鳥が淵墓苑・沖縄福井之塔参拝事業実施回数

5,284

区　　　　　　分

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

当 初 予 算 額 の 推 移

5,284
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 恩給・援護 Ｇ

1 ■ □ S53 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 35 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

160 160 160 160

160 160 160 160

160 160 160 160

14 12 12 12

83 54 54 47

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

健康福祉 部（庁） 地域福祉

[予算額および指標の推移等]

160

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

県　単

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

所　　属

国　庫

24年度

160

0.0%

0.0%

事      業      名

法定受託事務その他

事 業
区 分

被爆者生活相談委託事業

元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉

事業終了
予定年度

［事業内容］

[事業目的]

放射線による健康障害という被爆者の苦しみを和らげ、その解決を図るため相談会等の実施を委託する。
（委託先：福井県被爆者団体協議会）

被爆者相談事業〔相談会の開催、相談員講習会の開催、広報誌（会報）の発行等〕

（単位：千円）

0.0%

Ⅱ

Ⅳ

△ 4.8%

△ 16.0%

〕　　　＝　　　〔

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

千　円

国の法律に基づき実施しているものであり、被爆者の高齢化に伴い健康不安等は増大しているこ
とから継続が必要である。

被爆者の健康への不安、生活への不安は大きく、ニーズは高い。

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

事業開始後の見直し状況

終期の見直し

評価に

基づく

今後の

対　応

□

□

見　直　し　額

■

廃　　止

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務
事　業
開　始
年　度

補 助 金

そ の 他

事務区分経過年数

実行予算含まれる事業数

□拡　　充

継　　続

□

□ 完　　了

□

結果分類

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

□

縮　　減

休　　止

整理統合

決 算 額 の 推 移

事業効果

の推移 相談会参加者数成果

指標

活動 相談会の開催数

財源内訳

[事業の評価]

160

80

その他特定財源

一　般　財　源 80

国　　　　　庫

指標

区　　　　　　分 平成24年度予算額

予　算　額　（単位：千円）

計 画 の 達 成 状 況
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 人権室 Ｇ
5 ■ ■ H12 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ ■ 13 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

28,379 24,976 25,083 26,119

25,733 23,488 24,388 25,006

25,331 22,591 23,781 23,717

600 600 600 600

1,026 1,016 1,092 1,195

92 98 96 87

295 252 265 286

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等]

24年度

26,010

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

23,765

基本的人権の尊重とその擁護について、正しい理解と人権尊重思想の普及を図るため、人権に関する総合的な連絡調整、県民に対する啓発、情報提供および相談事業等を実施する。

・人権教育啓発推進事業…………人権週間のテレビCM、路線バス広告、人権啓発フェスティバルの開催、市町地域人権啓発活動活性化事業
・人権研修事業……………………人権啓発セミナー、人権関係相談員研修
・人権施策推進審議会運営事業…福井県人権施策推進審議会、福井県人権施策推進本部幹事会の開催
・人権センター運営事業…………福井県人権センターの運営費、人権相談員の人件費
・移動特別相談業務委託事業……福井県人権擁護員連合会に対する業務委託

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

活動 行事来場者 0.0%

部（庁） 地域福祉

〕　　　＝　　　〔

事務区分
事業終了
予定年度

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

目標値、指標の積算根拠等

［事業内容］

600

人権センター利用者

人権啓発フェスティバル来場者

5.3%

相談件数指標

91 △ 1.6%

Ⅰ△ 0.5%

580財源内訳

予　算　額　（単位：千円） 23,765

国　　　　　庫

人権啓発フェスティバル来場者アンケート

人権センター相談件数

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

整理統合 □

縮　　減

休　　止

特　記　事　項

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉

元気な社会

そ の 他 法定受託事務

△ 1.9%

含まれる事業数

[事業目的]

その他

人権教育啓発推進事業 国　庫事      業      名

すぐれた医療と支えあいの福祉

県　単

区　　　　　　分

一　般　財　源

結果分類

事　業
開　始
年　度

（単位：千円）

平均伸び率

△ 2.0%

△ 0.8%

経過年数

実行予算

補 助 金

人権センター利用者

来場者アンケートによる理解度（％）成果

指標

15,983

7,202

平成24年度予算額

計 画 の 達 成 状 況

事業効果

□所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

その他特定財源

県民に対して、人権尊重意識およびその擁護についての理解の向上を促進するため、事業費（旅
費）の見直しを行った上で、県民への周知を図りながら引き続き各種啓発活動および相談事業等
を実施していく。

■拡　　充

の推移

評価に基

づく今後

の 対 応

継　　続□

人権センター利用者および相談件数は増加しており、多くの県民が問題を抱えていると考えられ
る。

終期の見直し

見　直　し　額

[事業の評価]

完　　了

△ 83

そ の 他□

千　円

□

廃　　止 □
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 拉致被害者・家族支援 T
2 □ ■ H15 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

 20年度  21年度  22年度  23年度

3,039 3,045 3,035 3,084

3,028 3,028 3,080 3,089

3,002 3,006 3,053 3,061

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

□ □

休　　止□

廃　　止

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 3,105

縮　　減

の推移

484

2,621一　般　財　源

成果

指標

活動

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

財源内訳

結果分類
0.7%3,105

事業効果

拡　　充

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

部（庁）

県　単

地域福祉

経過年数

継　　続

 〕　／　整備目標

（単位：千円）

H16までは国際政策課所管
H17～18は政策推進課所管
H19から地域福祉課所管

□ □

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

健康福祉

国　　　　　庫

その他特定財源

■

特　記　事　項

□

補 助 金

完　　了□

終期の見直し

0.7%

整理統合 そ の 他

指標

平成24年度予算額

評価に基

づく今後

の 対 応

千　円見　直　し　額

今後とも拉致被害者の自立促進のため、継続して支援を行う。

〕　　　＝　　　〔

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

計 画 の 達 成 状 況

元気な社会

そ の 他

平均伸び率

拉致被害者・家族自立促進事業

[事業目的]

　拉致被害者の早期の自立を促進するため、勤労意欲のある被害者の雇用機会を確保するとともに、業務を通じて社会適応能力の向上を図る。また、生活基盤の再建等に資するため、民間住宅を県が職員
住宅として借り上げ、貸与する。

3,092

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

すぐれた医療と支えあいの福祉

目標値、指標の積算根拠等

［事業内容］

事務区分
事業終了
予定年度

国　庫事      業      名

0.4%

含まれる事業数

１　拉致被害者の雇用
２　住宅の借上・修繕

[予算額および指標の推移等]

23年度

実行予算

その他 法定受託事務

事　業
開　始
年　度
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